
　世界は今、大きなターニングポイントに差しかかっています。アジアやアフリカの新興

国が競って成長を追い求める中で、これまで世界を動かしてきた先進国中心のシステム

や秩序が根底から揺らぎ始めています。また、環境、エネルギー、食糧等の課題はます

ます深刻になっており、特定の国だけで解決することが不可能なレベルに達しています。

今や国を問わず、全地球が一致団結して持続可能な世界を構築していかなければなり

ません。真のグローバル社会の構築が急がれています。

　千葉工業大学は、「地球環境保全が人類共通の最重要課題のひとつであると認識

し、未来世代とともに地球環境を共有するため、持続型社会の創生に貢献し、教育研究

機関としての使命役割を果たす」という基本理念のもと、さまざまな環境保全のための

活動に取り組んでいます。

　更に、千葉工業大学は、環境保全への取り組みに対する社会的説明責任を果たすた

めに、大学の概要、環境方針、環境基本方針に基づく取り組み等を環境報告書として取

りまとめ公表致します。これは、本学の環境保全に向けた取り組みの自主的改善ととも

に、社会から信頼を頂くために大いに役立つと考えます。そして、教職員、学生及び御父

母の皆様、産業界あるいは官公庁の皆様、高等学校関係者の皆様、地域の皆様等、本

学に関係する方々に有用な情報を提供するものとして御活用頂けると考えます。

　本書により千葉工業大学の環境保全への取り組みについて御理解を頂くと共に、環

境保全のレベルアップに役立つ御意見・アイディア等をお寄せくださいますよう宜しくお

願い申し上げます。

千葉工業大学　学長
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学長のことば

大学の概要
1 設置する学部学科等
2 大学の沿革
3 事業内容
4 キャンパス概要

16付録 物質収支詳細データ（津田沼・新習志野キャンパス、学生寮、茜浜運動施設、旧学生寮）

環境方針
1 基本理念
2 基本方針
3 環境報告の方針

環境配慮の取り組み状況

1 環境負荷収支
　　環境負荷収支 
　　電気・ガス・水道の使用状況の把握（過去５年間の推移）
2 環境基本方針に基づく取り組み
　　節電活動
　　キャンパス内全面禁煙の実施 
　　地域における環境、防災の役割と責任
　　災害発生時の対応マニュアルの作成
　　行政支援、市民環境活動への参加
　　環境報告書の発行と公開
　　省エネルギー法の届出
3 環境保全と改善
　　省エネ設備の導入　　
　　再生可能エネルギーの利用
　　雨水の利用
　　井戸水の利用
　　有害廃棄物の管理・回収
　　屋上緑化の推進
　　校内緑化の推進
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